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    まちづくり協議会の事務局は 

   月・火・木の週三日開いていま 
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第５号 平成２４年６月 

発行：津房地区まちづくり協議会 

事務局：津房地区公民館内 

電話：４８－２００１ 
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平
成

２４
年
度
総
会
を 

開
催
し
ま
し
た 

 

宇
佐
市
長
、
安
心
院
支
所
長
な
ど
の
来
賓
ご

臨
席
の
も
と
、
５
月
１７
日
夜
、
平
成
２３
年
度

の
実
践
結
果
の
報
告
、
な
ら
び
に
、
平
成
２４
年

度
の
取
組
体
制
と
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
代

議
員
各
位
に
審
議
頂
く
た
め
の
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

本
年
４
月
の
改
選
に
よ
り
新
自
治
委
員
に

就
任
さ
れ
、
新
し
く
代
議
員
と
な
ら
れ
る
方
々

を
含
め
、
合
計
５
６
人
の
役
員
、
代
議
員
の
出

席
を
得
ま
し
た
。 

 

地
域
の
活
性
化
を
願
う
住
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
本
格
的
取
組
み
を
開

始
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
年
経
ち
ま
し
た
。 

平
成
２３
年
度
は
実
質
的
な
取
組
み
初
年
度

で
し
た
が
、
津
房
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
に

沿
っ
た
３
８
項
目
も
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、

部
会
員
や
住
民
各
位
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
実

践
し
て
参
り
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
と
し
て
、
高
齢
者
向
け
福
祉
、
地

区
生
活
環
境
の
改
善
、
住
民
の
あ
ん
し
ん
生
活

の
確
保
、
子
育
て
に
良
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
多
様
な
事
業
の
実
践

を
通
じ
、
相
当
程
度
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
す
べ
て
の
事
業
項
目
に
お
い
て
満
点

の
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
と
は
申
せ
ず
、
本
格
的

取
組
が
出
来
な
か
っ
た
テ
ー
マ
も
幾
つ
か
あ
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
や
活
動

へ
参
加
さ
れ
る
部
会
員
や
住
民
の
方
々
の
裾
野

の
広
が
り
の
面
で
、
改
善
努
力
す
べ
き
課
題
も

残
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
２４
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

に
取
り
組
む
ほ
か
、
東
日
本
大
地
震
で
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
地
域
の
自
主
防
災
活
動
の
展

開
準
備
、
地
域
の
資
源
を
活
か
す
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
普
及
促
進
、
情
報
発
信
基
地
と
な
る
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
構
築
、
自
主
財
源
確
保
に
繋

ぐ
事
業
展
開
な
ど
、
新
規
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

 

一
年
間
の
活
動
総
括
と 

平
成

２４
年
度
の
取
組
に
つ
い
て 

お
知
ら
せ
① 

菅
原
会
長
の
挨
拶
、
是
永
市
長
よ
り
の
来
賓
祝

辞
に
続
き
、
議
長
に
古
恵
良
菊
男
さ
ん
を
選
出
し
、

議
事
進
行
し
ま
し
た 

平
成
２３
年
度
の
事
業
内
容
と
収
支
決
算
に
つ

い
て
事
務
局
よ
り
、
監
査
結
果
に
つ
い
て
監
事
の

田
口
憲
司
氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
平
成
２４
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
書
に
つ
い
て
提
示
し
、
審
議
頂
い
た
結
果
、

議
案
通
り
の
内
容
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２４
年
度
の
取
組
事
業
は
、
高
齢
者
の
元
気

づ
く
り
支
援
、
地
区
の
生
活
環
境
改
善
、
住
民
の

安
心
生
活
向
上
、
地
区
へ
の
経
済
波
及
効
果
と
協

議
会
の
自
主
財
源
確
保
、
小
学
校
と
の
連
携
に
よ

る
子
育
て
支
援
な
ど
を
主
体
に
し
た
３
５
項
目
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
議
案
と
し
て
、
自
治
委
員
、
小
学
校

校
長
、
団
体
役
員
の
交
代
や
異
動
に
伴
う
一
部
役

員
の
改
選
案
、
な
ら
び
に
、
今
後
の
諸
事
業
を
展

開
す
る
う
え
で
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
が
大
き

な
要
素
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
づ
く

り
と
し
て
、｢

女
性
部
会｣

の
追
加
設
置
案
が
提
示

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
両
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 一

部
改
選
と
追
加
選
出
を
含
め
た
平
成
２４
年

度
の
新
役
員
構
成
は
、
別
記
（
裏
面
）
一
覧
の
と

お
り
で
す
。 

ご
あ
い
さ
つ 

市長 

是永市長より祝辞 

特
に
、
行
政
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
漸

減
が
予
想
さ
れ
る
時
節
柄
、
活
動
継
続
の
大
き

な
要
素
と
な
る
自
主
財
源
確
保
に
繋
が
る
事
業

へ
の
取
組
は
、
緊
急
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
捉
え
、

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
別
欄
で
ご
案
内
の
と
お

り
、
本
年
四
月
一
日
よ
り
津
房
温
泉
の
指
定
管

理
者
事
業
へ
の
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

新
年
度
の
諸
事
業
開
始
に
あ
た
り
、
概
要
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
協
議
会
活
動

へ
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

津
房
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長 

菅
原 

維
範 

 

総会の様子 

お
知
ら
せ
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♨ ♨ 協議会が津房温泉を運営しています！♨ ♨ 

津
房
老
人
憩
の
家
（
通
称
・
津
房
温
泉
）
は
市
民
の
健

康
増
進
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
趣
旨
に
設

置
さ
れ
た
公
立
施
設
で
、
湧
出
温
度
が
53
℃
、
湯
量
豊
富

で
源
泉
掛
け
流
し
、
泉
質
良
好
な
ど
、
近
隣
の
類
似
施
設

に
較
べ
、
優
れ
た
温
泉
と
し
て
定
評
を
得
て
き
ま
し
た
。 

一
方
、
そ
の
運
営
は
平
成
18
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ

た
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
団
体

に
よ
り
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
２４
年
度
は
指
定
管

理
者
更
改
の
時
期
に
当
た
り
、
昨
秋
、
市
よ
り
指
定
管
理

者
の
公
募
要
領
が
公
開
さ
れ
た
の
を
機
に
、
当
津
房
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
臨
時
役
員
会
を
招
集
、
当
公
募
に
応
募

す
べ
き
か
ど
う
か
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

趣
旨
は
、
津
房
地
区
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
運
営
方

式
に
変
え
る
こ
と
で
更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

繋
げ
た
い
こ
と
、
お
よ
び
、
広
範
な
住
民
の
方
に
入
湯
し

て
頂
く
こ
と
で
運
営
益
を
出
し
、
そ
れ
を
津
房
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
、
地
元
に
還
元
す
る
こ
と
で
す
。 

審
議
の
結
果
、
応
募
す
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
、
そ
の

後
の
応
募
手
続
き
、
市
当
局
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
の
指
定
管
理
者
と
し
て
認
定
を
受
け
ま

し
た
。 

温
泉
運
営
と
い
う
当
協
議
会
と
し
て
は
未
経
験
の
事

業
へ
の
取
組
で
す
が
、
協
議
会
会
長
を
含
め
計
８
名
よ
り

成
る
経
営
委
員
会
を
設
置
し
、
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。 

従
来
か
ら
の
津
房
温
泉
の
売
り
で
あ
る
反
面
、
多
く
の

住
民
の
方
々
が
ご
利
用
を
敬
遠
し
て
い
た｢

激
熱
温
泉｣

（
湯
温
４４
℃
）
の
レ
ッ
テ
ル
は
、
健
康
増
進
と
い
う
設
立

趣
旨
に
相
応
し
く
な
い
と
い
う
委
員
会
で
の
総
意
に
よ

り
、
４２
℃
を
基
準
湯
温
と
す
る
一
般
的
な｢

あ
つ
湯
温
泉｣

に
変
更
し
、
広
範
な
住
民
へ
サ
ー
ビ
ス
出
来
る
よ
う
改
訂

し
ま
し
た
。 

施
設
の
改
善
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
順
次
取
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、 

住
民
各
位
に
は
健
康
増
進
と
地
区
の
情
報
交
流
サ
ロ
ン

の
場
と
し
て
よ
り
一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【 

津
房
温
泉 

営
業
時
間
の
ご
案
内
】 

 
 

４
月
～
９
月 :

  

１１
時
～
２１
時    

定
休
日
：
水
曜
日 

１０
月
～
３
月 : 

１１
時
～
２０
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事
業
紹
介
① 

事
業
紹
介
② 

あ
ん
し
ん
生
活
部
会 

 

あ
ん
し
ん
生
活
部
会 

 

ふ
れ
あ
い
教
育
部
会 

別記 太字は今期就任を示します 

会 
 

長 

菅
原
維
範
（
尾
立
） 

副
会
長 

永
田
知
徳
（
楢
本
） 

安
部
國
弘
（
尾
立
） 

羽
下
尚
道
（
津
房
小
）
阿
部
泰
正
（
小
田
） 

監 

事 
田
口
憲
司
（
尾
立
） 

河
野
洋
一
（
楢
本
） 

事
務
局 

岡
喜
久
夫
（
楢
本
） 

岡
部
義
博
（
東
椎

屋
） 

【
自
治
会
代
表
役
員
】 

 
 
 
 

鈴
木
勝
典
（
北
部
） 

佐
藤
浩
一
（
中
部
） 

 
 
 
 

山
﨑
末
昭
（
西
部
） 
小
野 

晋 

（
南
部
） 

【
ふ
る
さ
と
振
興
部
会
】 

部
会
長 

 
 
 

小
野
正
雄 
（
丸
田
） 

副
部
会
長 

 
 

恵
良
孝
徳 

（
東
恵
良
） 

部
会
事
務
局 

 

福
田
利
文 

（
楢
本
） 

【
ふ
れ
あ
い
教
育
部
会
】 

 
 
 

部
会
長 

 
 
 

安
部
静
雄 

（
中
間
） 

 
 
 

副
部
会
長 

 
 

後
藤
紀
美
子
（
板
場
） 

 
 
 

部
会
事
務
局 

 

矢
坂
誠
次
郎
（
六
郎
丸
） 

【
あ
ん
し
ん
生
活
部
会
】 

 
 
 

部
会
長 

 
 
 

小
野
幸
市 

（
丸
田
） 

 
 
 

副
部
会
長 

 
 

山
﨑
末
昭 

（
板
場
） 

 
 
 

部
会
事
務
局 

 

岩
男
博
之 

（
楢
本
） 

【
女
性
部
会
】・
・
・
今
期
か
ら
設
置 

 
 
 

部
会
長 

 
 
 

後
藤
紀
美
子
（
板
場
） 

 
 
 

副
部
会
長 

 
 

藤
田
弘
子 

（
中
間
） 

 
 
 

部
会
事
務
局 

 

荷
宮
み
ち
恵
（
松
本
） 

 
 

 

お
知
ら
せ
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津
房
地
区
の
文
化
、
観
光
な
ど
の
資
源
を
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
纏
め
、
地
区
住
民
や
津
房
へ
の
来
訪
者
の
方
々
に
我

が
津
房
の
良
さ
を
ご
理
解
頂
く
た
め
の
一
助
と
す
る
事

業
を
、
２３
年
度
計
画
に
組
み
入
れ
、
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
「
津
房
探
訪
マ
ッ
プ
」
と
し
て
制
作

を
完
了
し
ま
し
た
。 

昨
年
１１
月
に
古
恵
良
菊
男
さ
ん
を
委
員
長
に
、
小
野

正
雄
さ
ん
、
恵
良
孝
徳
さ
ん
、
荷
宮
み
ち
恵
さ
ん
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
さ
ん
制
作
委
員
会 

 

こ
と
を
様
の
探

訪
マ
ッ
プ
の
制
作
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。 

昨
年
11
月 

お
り
ま
し
た
が
資
源
や
住
民
に
地
元
の
２３
年
度
事
業
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
津
房
地
区
に 

お
こ
し
協
力
隊
の
大
矢
敦
子
さ
ん
の
各
氏
を
委
員
と

し
た
制
作
員
会
を
設
置
、
合
計
８
回
も
の
会
合
や
現

地
確
認
作
業
を
経
て
纏
め
上
げ
ま
し
た
。 

 

地
元
住
民
で
も
な
か
な
か
地
区
内
全
域
を
廻
る
機

会
が
な
く
、
地
元
特
有
の
資
源
に
気
づ
か
な
い
こ
と

が
多
い
実
情
よ
り
、
地
域
の
良
さ
を
再
認
識
し
て 

頂
く
資
料
、
或
い
は
、
観
光
や
親
戚
訪
問
で
津
房
に

来
ら
れ
る
方
々
へ
の
ガ
イ
ド
用
と
し
て
使
用
し
て
頂

く
こ
と
を
、
制
作
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
ご
参
考
用
に
当
ま
ち
づ
く
り
だ
よ
り
と
共

に
、
津
房
地
区
全
戸
に
一
部
ず
つ
配
付
致
し
ま
す
。 

津
房
地
区
内
の
商
業
施
設
を
中
心
に
、
宇
佐
市
内

の
要
所
に
分
散
配
置
し
、
一
般
配
布
し
ま
す
。 

高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
り
、
趣
味
や
娯
楽
を
楽
し

む
こ
と
で
気
分
転
換
を
図
っ
た
り
、
集
落
の
共
同
施

設
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
貢
献
す
る
集

ま
り
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、

ク
ラ
ブ
へ
の
一
層
の
参
加
促
進
と
活
動
内
容
の
充
実

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
区
内
の
高
齢
者
が
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
繋
げ
る
こ
と
を
趣
旨

に
、
地
区
内
４
箇
所
で
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

２３
年
度
は
実
施
準
備
の
都
合
よ
り
、
既
存
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
編
成
さ
れ
て
い
る
中
央
、
西
部
、
尾
立
、

北
部
の
み
で
開
催
し
、
延
べ
１
０
５
人
の
高
齢
者
の

方
が
参
加
さ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。 

サ
ロ
ン
に
お
け
る
余
興
と
し
て
、
井
福
芳
彦
さ
ん

（
松
本
）
指
導
に
よ
る
童
謡
合
唱
、
佐
藤
恵
美
子
さ

ん
（
板
場
）
や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
体
操
指

導
、
宇
佐
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
松
本 

渚
さ
ん

の
健
康
体
操
指
導
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
愛
好
会
の 

み
な
さ
ん
に
よ
る
踊
り
な
ど
、
い
ず
れ
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
毎
回
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
の

方
々
に
調
理
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
余
興
の
あ
と

に
協
議
会
か
ら
の
少
な
い
補
助
金
に
も
拘
わ
ら
ず
、

充
実
し
た
昼
食
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

中央 

西部 尾立 

北部 

婦人ボランティア・グループのみなさん 

レシピの事前打合わせ、前日の材料買い出し、サロン当日の 

早朝よりの調理など、毎回たいへんお世話になりました。 

佐藤恵美子さん 安部イツカさん 梶原貴和子さん 安部照美さん 

佐野洋子さん  藤田弘子さん  後藤紀美子さん 永田富子さん 

 このほか、写真には載っていませんが、 

宮川千代子さん  荷宮みち恵さん も参加頂きました。 

♡ 

♥ 

♡ 

♥ 
♡ 

♥ 

♡ 
 

 

春
秋
の
交
通
安
全
運
動
や
、
年
末
・
年
始
の
事

故
ゼ
ロ
運
動
な
ど
、
一
斉
啓
発
運
動
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
交
通
安
全
協
会
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全

会
が
主
体
と
な
っ
て
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

当
協
議
会
設
立
を
機
に
、
参
加
者
を
増
や
し
、
一

層
の
活
動
活
発
化
を
図
る
趣
旨
で
、
協
議
会
主
催

の
活
動
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

津
房
地
区
の
交
通
指
導
員
が
当
協
議
会
の
あ
ん

し
ん
生
活
部
会
長
を
兼
任
し
て
い
る
好
都
合
も
あ

り
、
従
来
の
参
加
団
体
に
加
え
、
あ
ん
し
ん
生
活

部
会
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
活
動
参
加
の
増
員

を
実
現
し
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
昨
年
４
月
６
日
～
１
３
日
の
春

の
運
動
で
５
０
人
、
９
月
２１
日
～
３０
日
の
秋
の
運

動
で
４
８
人
、
１
２
月
１５
日
と
２２
日
の
冬
の
事
故

ゼ
ロ
運
動
で
２
６
名
（
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
人
数
）
の

方
々
の
参
加
を
得
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
参
加
を
呼
び
か
け
た
方
々
の
う
ち
、
約

６０
％
の
参
加
率
に
止
ま
り
、
来
期
以
降
ま
だ
ま
だ

活
動
盛
り
上
げ
の
余
地
が
大
き
い
結
果
で
し
た
。 

啓発運動の様子 

９月３０日の参加者 
（揃いのパーカを着
用しています） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

                                     

 

 

 

事
業
紹
介
③ 

事
業
紹
介
④ 

 

ふ
る
さ
と
振
興
部
会 

同

ふ
れ
あ
い
教
育
部
会 

共 
津
房
小
学
校
独
自
で
行
っ
て
き
た
教
育
行
事
の
一

部
に
、
技
能
を
持
っ
た
地
区
住
民
が
加
わ
り
、
田
舎

育
ち
の
児
童
と
し
て
会
得
し
て
欲
し
い
基
本
技
能
の 

学
習
の
場
づ
く
り
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。 

 

餅
米
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
協
議
会
だ

よ
り
第
２
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
手

入
れ
、
稲
刈
り
、
脱
穀
な
ど
一
連
の
作
業
を
児
童
た

ち
と
一
緒
に
進
め
、
勤
労
の
尊
さ
や
収
穫
の
喜
び
を

体
験
す
る
貴
重
な
場
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

指
導
役
を
務
め
て
頂
い
た
安
部
静
雄
さ
ん
（
中
間
）

に
は
大
変
お
忙
し
い
な
か
、
児
童
た
ち
を
我
が
孫
の

如
く
終
始
優
し
く 

ご
指
導
願
い
、
大
変 

好
評
で
し
た
。 

ま
た
、
田
ん
ぼ
近
隣 

の
大
坪
欣
一
さ
ん 

（
六
郎
丸
）
の
奥
様 

ご
手
製
の
美
味
し
い 

「
こ
び
り
（
る
）」 

の
差
し
入
れ
な
ど
の 

側
面
支
援
も
頂
き
ま 

し
た
。 

 

一
方
、
夏
休
み
中
に
５
年
生
が
行
っ
て
き
た
恒
例

の
校
内
キ
ャ
ン
プ
の
行
事
で
は
、
校
地
内
で
の
「
ソ

ー
メ
ン
流
し
」
イ
ベ
ン
ト
を
加
え
ま
し
た
。 

指
導
役
を
鈴
木
勝
典
さ
ん
（
楢
本
）
に
お
願
い
し
、 

大
竹
を
割
っ
た
即
席
の
ソ
ー
メ
ン
流
し
セ
ッ
ト
を
津

小
玄
関
前
広
場
に
設
置
、
子
ど
も
た
ち
は
喜
々
と
し

て
食
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
先
だ
っ
て 

各
児
童
に
竹
を
使
っ 

て
の
マ
イ
カ
ッ
プ
、 

マ
イ
箸
づ
く
り
の 

指
導
も
実
施
し
、
最 

近
で
は
家
庭
で
の
機 

会
が
殆
ど
な
い
、
ナ 

イ
フ
や
ノ
コ
ギ
リ
を 

使
っ
て
の
工
作
実
習 

に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

ふ
れ
あ
い
教
育
部
会 

ふ
れ
あ
い
教
育
部
会 

 

津
房
地
区
ふ
れ
あ
い
体
育
祭
は
、
学
校
と
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
楽
し
む
地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
と
高
齢
化
の
影
響

を
跳
ね
返
す
何
ら
か
の
テ
コ
入
れ
が
必
要
、
と
の
多

く
の
意
見
に
基
づ
き
、
当
協
議
会
も
企
画
や
運
営
に

参
画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

２３
年
度
の
具
体
的
実
践
内
容
は
、
協
議
会
が
ス
ポ

ン
サ
ー
と
な
っ
た
壮
年
向
け
一
競
技
を
追
加
す
る
こ

と
、
参
加
呼
び
か
け
の
目
玉
策
と
し
て
、
閉
会
直
後

の｢

モ
チ
マ
キ｣

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
追
加
す
る
こ
と
、

の
二
項
目
で
し
た
。 

予
算
の
都
合
よ
り
モ
チ
マ
キ
の
量
が
若
干
少
な
か

っ
た
で
す
が
、
大
人
も
童
心
に
還
っ
て
キ
ャ
ー
、
キ

ャ
ー
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。 

平
成
２４
年
度
は
蒔
く
量
を
倍
増
し
、
よ
り
賑
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
予
定
で
す
。
今
回
不
参
加
だ
っ

た
方
々
も
今
秋
は
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。 老若男女、我を忘れて楽しむ 

モチマキ・イベント 
（モチマキでは理屈も理性も不要でーす！） 

事
業
紹
介
⑤ 

津
房
小
学
校
教
育
文
化
祭
は
、
地
区
住
民
の
作
品
も

展
示
で
き
る
唯
一
の
地
区
内
文
化
祭
で
す
。 

従
来
は
、
小
学
校
と
地
区
公
民
館
と
の
共
催
で
運

営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
文
化
伝
承
や
高
齢

者
の
活
躍
の
場
づ
く
り
の
見
地
か
ら
、
当
協
議
会
も 

積
極
的
に
参
画
す
る
事
業
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２３
年
度
は
、
１１
月
２０
日
の
当
日
、
子
ど
も
た
ち

が
地
区
の
オ
ジ
サ
ン
、
オ
バ
サ
ン
代
表
か
ら｢

む
か
し

の
遊
び
を
学
ぶ｣

 

場
を
提
供
し
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
①
竹
馬
づ
く
り 

②
奴
凧
づ
く
り 

③
お
手
玉
づ
く
り 

④
折
り
紙
あ
そ
び
、
の
４
コ
ー
ス

を
設
定
、
心
得
の
あ
る
指
導
役
に
お
願
い
し
、
約
２

時
間
半
、
４
班
に
分
け
た
子
ど
も
た
ち
に
遊
び
道
具

づ
く
り
の
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

電
子
ゲ
ー
ム
な
ど
、
遊
び
の
内
容
が
大
き
く
変
わ

っ
た
昨
今
、
田
舎
で
も
滅
多
に
遊
ぶ
こ
と
が
な
く
な

っ
た
昔
の
素
朴
な
遊
び
に
接
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
幼
少
体
験
と
し
て
残
っ
て
く
れ
れ
ば

本
事
業
の
所
期
の
目
的
達
成
で
す
。 

 

な
お
、
高
学
年
児
童
と
楢
本
、
尾
立
両
集
落
か
ら
の

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
人
の
調
理
協
力
を
得
て
、
文

化
祭
に
参
加
さ
れ
た
全
員
に
豚
汁
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

学
校
関
係
者
を
除
く
一
般
の
住
民
参
加
者
へ
は
、
さ

ら
に
炊
き
た
て
御
飯
も
添
え
て
お
接
待
し
ま
し
た
。 

豚
汁
を
３
杯
お
か
わ
り
し
た
猛
者
も
い
た
ほ
ど
で
、

た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。 

奴凧づくり 

指導者：元永 淳一さん（萱篭）

り 

竹馬づくり 

指導者：井福 英一さん（松本） 

 

折り紙あそび 

指導者：鈴木 節子さん（楢本） 

お手玉づくり 

指導者：佐藤 恵美子さん（板場） 

事
業
紹
介
⑥ 

 

ふ
る
さ
と
振
興
部
会 

 

あ
ん
し
ん
生
活
部
会 

ま
ち
づ
く
り
だ
よ
り
第
４
号
で
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
、
地
区
内
一
斉
清
掃
活
動
を
１２

月
１８
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

日
曜
日
の
朝
に
も
拘
わ
ら
ず
、
１８
人
も
の
善

意
に
満
ち
た
方
々
の
ご
参
加
を
得
ま
し
た
。 

東
椎
屋
か
ら
国
境
橋
ま
で
の
国
道
５
０
０

号
沿
線
、
板
場
か
ら
松
本
方
面
の
県
道
沿
線 

の
二
手
に
分
か
れ
、
空
き
缶
、
複
雑
ゴ
ミ
の 

回
収
作
業
を
行
っ
た
結
果
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
一 

杯
分
も
の
量
が
集
ま
り
、
参
加
者
一
同
、
地 

区
の
美
観
や
環
境
が
お
お
い
に
害
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
日
本
人
の
モ
ラ
ル
が
非
常
に
低
下 

し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
半
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
運
動
に
も
な
っ
て
清 

々
し
い
気
分
で
散
会
し
ま
し
た
。 

地
区
公
民
館
前
庭
で
の

分
別
作
業
で
す 

事
業
紹
介
⑦ 

 

ふ
る
さ
と
振
興
部
会 

同

ふ
れ
あ
い
教
育
部
会 

共 

 

旧
津
房
小
学
校
跡
地
は
地
区
の
中
央
に
位
置
し
、

纏
ま
っ
た
広
さ
を
有
す
る
一
等
地
に
も
拘
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
ず
に
き
ま
し
た
。 

 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
大
き
く
影
響
す
る

案
件
で
す
か
ら
、
協
議
会
に
１
２
人
か
ら
成
る
検
討

委
員
会
を
設
置
し
（
委
員
長
は
山
﨑 

末
昭
さ
ん
）、

計
４
回
の
会
議
を
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
案
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

最
終
的
に
３
案
に
絞
り
、
住
民
意
見
と
し
て
３
月

下
旬
、
行
政
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

３
案
を
簡
単
に
纏
め
ま
す
と
、 

① 

戸
建
て
と
集
合
住
宅
を
組
み
合
わ
せ
た
市
営

住
宅
の
建
設 

② 

一
般
向
け
公
園
設
置
（
将
来
転
用
が
可
能
な
） 

③ 

特
別
学
校
あ
る
い
は
老
健
セ
ン
タ
ー
の
誘
致 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
す
。 

 


